
ヤングシナリオ大賞 応募用紙 1 

   

「

招

い

て

く

れ
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猫
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お
名
前 

山
本
光
平 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 2 

人 

物 

 

宮
原
優
大
（
２
３
） 

新
入
社
員 

安
田
義
政
（
７
４
）
居
酒
屋
「
安
田
屋
」
の
店
主 

ウ
ニ 
安
田
屋
周
辺
に
住
み
つ
く
野
良
猫 

常
連
客
た
ち 

新
入
社
員
た
ち 

社
長 

 
 

          



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 3 

○
研
修
施
設
・
会
議
室
・
内 

 
 

 

広
々
と
し
た
会
議
室
に
ズ
ラ
リ
と
座
っ
て
い 

る
ス
ー
ツ
姿
の
新
入
社
員
た
ち
。 

右
端
の
方
に
や
る
気
が
無
さ
そ
う
に
座
る
宮 

原
優
大
（
２
３
）
の
足
元
に
は
ピ
カ
ピ
カ
の

ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
グ
。 

新
人
研
修
の
動
画
か
ら
女
性
の
声
が
流
れ
る
。 

Ｎ
Ａ
「
株
式
会
社
ア
マ
ン
ダ
・
ト
ラ
ベ
ル
で
は
、
ラ 

イ
フ
イ
ズ
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
お
客
様 

の
快
適
な
旅
行
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
・
・
・
」 

         

 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 4 

退
屈
な
研
修
動
画
に
ウ
ト
ウ
ト
す
る
宮
原 

を
肘
で
つ
つ
き
、
起
こ
し
て
く
れ
る
女
性
。 

宮
原
「
・
・
・
」 

 

○
同
・
休
憩
室
・
内 

 
 

 

一
人
で
昼
食
を
食
べ
る
宮
原
。
周
り
で
は
、

早
速
仲
良
く
な
っ
た
新
入
社
員
た
ち
が
、
今

夜
飲
み
に
行
こ
う
か
な
ど
と
話
し
て
い
る
。

そ
の
場
に
居
づ
ら
そ
う
な
宮
原
、
思
わ
ず
ワ

イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
る
。 

          



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 5 

○
同
・
帰
り
道
（
夜
） 

 
 

 

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
夜
道
を
一
人
で
歩

く
宮
原
。
足
元
に
は
桜
の
花
び
ら
。 

 
 

 

暗
い
夜
道
に
ポ
ツ
ン
と
店
が
あ
る
。
近
く
ま

で
行
く
と
「
居
酒
屋 

安
田
屋
」
の
看
板
。 

 
 

 

宮
原
、
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
て
い
る
と
、 

 
 

 

茶
ト
ラ
の
猫
が
近
づ
い
て
く
る
。 

ウ
ニ
「
ニ
ャ
ー
・
・
・
」 

 
 

 

と
、
宮
原
に
向
か
っ
て
鳴
く
猫
。
首
輪
に
は 

ウ
ニ
と
書
か
れ
た
名
札
と
鈴
の
音
。 

          



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 6 

宮
原
、
ウ
ニ
を
無
視
し
続
け
る
も
、 

ウ
ニ
「
ニ
ャ
ー
、
ニ
ャ
ー
！
」 

 
 

 

宮
原
に
擦
り
寄
る
ウ
ニ
。 

宮
原
「
し
つ
こ
・
・
・
」 

 
 

 
宿
泊
ホ
テ
ル
に
帰
る
宮
原
を
見
送
る
ウ
ニ
。 

 

○
ホ
テ
ル
付
近
・
公
園
・
内
（
夜
） 

 
 

 

宮
原
、
公
園
に
あ
る
ベ
ン
チ
に
座
り
な
が
ら
、

缶
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
。 

 
 

 

宮
原
、
た
め
息
を
つ
く
。 

 

         



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 7 

○
安
田
屋
・
看
板
前 

 

安
田
屋
の
前
で
止
ま
る
と
、
夜
に
ウ
ニ
が
い

た
裏
路
地
を
覗
く
宮
原
。 

宮
原
「
い
る
わ
け
な
い
か
・
・
・
」 

 
 

 
と
、
諦
め
て
研
修
施
設
に
向
か
う
。 

 

○
同
・
帰
り
道
（
夜
） 

 
 

 

ホ
テ
ル
に
向
か
う
途
中
、
安
田
屋
の
前
に
ウ

ニ
が
い
た
。 

ウ
ニ
「
ニ
ャ
ー
・
・
・
」 

          



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 8 

宮
原
、
無
視
し
て
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
と
、

後
ろ
か
ら
鈴
の
音
が
近
づ
い
て
く
る
。 

宮
原
「
え
っ
・
・
・
」 

 
 

 

宮
原
、
後
ろ
を
振
り
向
く
と
、
ウ
ニ
が
つ
い 

て
き
て
い
た
。 

ウ
ニ
「
ニ
ャ
ー
・
・
・ 

ニ
ャ
ー
・
・
・
」 

 
 

 

と
、
宮
原
の
足
元
に
擦
り
寄
っ
て
く
る
。 

ウ
ニ
、
安
田
屋
の
看
板
の
前
に
行
く
と
、 

ウ
ニ
「
ニ
ャ
ー
・
・
・
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
看
板
の
前
に
ス
リ
ス
リ
す
る
。 

          



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 9 

宮
原
「
わ
か
っ
た
よ
・
・
・
」 

 
 

 

宮
原
、
安
田
屋
の
扉
を
開
け
る
。 

 

○
安
田
屋
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 
店
内
で
は
野
球
中
継
が
流
れ
て
い
る
。 

 
 

 

常
連
客
た
ち
が
店
主
の
安
田
義
政
（
７
４
） 

と
話
し
て
い
る
。
安
田
、
宮
原
に
気
づ
く
と
、 

安
田
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！ 

空
い
て
る
と
こ
座
っ
て
」 

 
 

 

宮
原
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
る
と
、 

 

安
田
、
宮
原
に
お
通
し
を
出
す
。 

          



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 10 

安
田
「
お
疲
れ
さ
ん
！
」 

店
内
、
笑
い
声
が
広
が
る
。 

 
 

 

ウ
ニ
、
宮
原
の
足
元
に
擦
り
寄
る
。 

安
田
「
兄
ち
ゃ
ん
、
餌
あ
げ
て
や
っ
て
よ
」 

 
 

 
宮
原
、
餌
を
ウ
ニ
に
あ
げ
る
。 

 
 

 

ウ
ニ
、
餌
に
か
ぶ
り
つ
く
。 

 
 

 

宮
原
、
ウ
ニ
を
見
つ
め
る
。 

 

○
研
修
施
設
・
会
議
室 

 
 

 

宮
原
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

         



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 11 

新
入
社
員
た
ち
は
皆
、
半
袖
姿
で
額
に
は
汗
。 

 
 

 

宮
原
、
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

○
安
田
屋
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 
宮
原
、
店
の
扉
を
開
け
る
と
ウ
ニ
が
い
た
。 

ウ
ニ
「
ニ
ャ
ー
・
・
・
」 

 
 

 

安
田
、
宮
原
に
お
通
し
と
ビ
ー
ル
を
出
す
。 

安
田
「
お
疲
れ
さ
ん
！
」 

宮
原
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

宮
原
、
ビ
ー
ル
を
ゴ
ク
ゴ
ク
と
飲
む
。 

          



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 12 

宮
原
「
う
め
ぇ
・
・
・
」 

 
 

 

常
連
客
３
、
テ
レ
ビ
の
野
球
中
継
を
つ
け
る
。 

 
 

 

ウ
ニ
、
喉
を
鳴
ら
し
、
宮
原
に
擦
り
寄
る
。 

ウ
ニ
「
ニ
ャ
ァ
・
・
・
」 

 
 

 
宮
原
、
ウ
ニ
を
抱
え
、
野
球
中
継
を
見
る
。 

 

○
研
修
施
設
・
休
憩
室
・
内 

 
 

 

新
入
社
員
た
ち
に
囲
ま
れ
て
昼
食
を
食
べ
る

宮
原
。
以
前
と
は
違
い
、
自
然
に
会
話
の
中

に
い
る
。
窓
の
外
は
綺
麗
な
紅
葉
。 

          



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 13 

○
安
田
屋
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 

宮
原
、
店
の
扉
を
開
け
る
。 

常
連
客
１
「
お
ぉ
！ 

お
疲
れ
ー
」 

安
田
「
お
疲
れ
さ
ん
！
」 

 
 

 
安
田
、
宮
原
に
お
通
し
と
ビ
ー
ル
を
出
す
。 

 
 

 

常
連
客
た
ち
と
の
や
り
取
り
で
盛
り
上
が
る 

宮
原
、
話
の
流
れ
で
、 

宮
原
「
今
日
で
研
修
最
後
な
ん
で
す
」 

 
 

 

店
内
、
し
ん
み
り
と
し
た
雰
囲
気
に
な
る
も
、 

常
連
客
１
「
ま
た
顔
出
し
て
く
れ
な
！
」 
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と
言
っ
て
、
い
つ
も
通
り
の
活
気
あ
る
雰
囲 

気
に
戻
る
店
内
。 

宮
原
、
こ
っ
そ
り
と
安
田
に
、 

宮
原
「
そ
う
い
え
ば
、
ウ
ニ
っ
て
ど
こ
で
す
か
？
」 

安
田
「
上
で
寝
て
る
よ
。
最
後
に
餌
あ
げ
て
く
？
」 

宮
原
「
ま
た
い
つ
か
来
る
ん
で
、
大
丈
夫
で
す
」 

 
 

 

宮
原
、
独
り
で
静
か
に
ビ
ー
ル
を
飲
む
。 

 

○
ア
マ
ン
ダ
ト
ラ
ベ
ル
・
本
社
・
オ
フ
ィ
ス
内 

 
 

 

活
気
あ
る
オ
フ
ィ
ス
内
。 

 
 

 

         



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 15 

窓
の
外
は
大
き
な
ビ
ル
が
並
ん
で
お
り
、
雪 

が
積
も
っ
て
い
る
。 

 
 

 

宮
原
、
コ
ー
ト
姿
で
オ
フ
ィ
ス
に
戻
る
。 

宮
原
「
た
だ
い
ま
戻
り
ま
し
た
ー
」 

上
司
１
「
お
疲
れ
さ
ま
。
寒
か
っ
た
で
し
ょ
？
」 

宮
原
「
雪
降
っ
て
き
ま
し
た
よ
」 

 
 

 

上
司
２
、
窓
の
外
の
側
に
行
き
、 

上
司
２
「
あ
、
ホ
ン
ト
だ
・
・
・
」 

 
 

 

宮
原
、
コ
ー
ト
を
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
る
と
デ

ス
ク
に
座
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
再
開
。 
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○
同
・
オ
フ
ィ
ス
・
内 

 
 

 

壁
に
は
『
新
入
社
員
の
皆
様
、
入
社
お
め
で 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
』
と
の
ポ
ス
タ
ー
。 

 
 

 

後
輩
た
ち
が
、
真
剣
な
眼
差
し
で
横
に
並
ん

で
い
る
。 

後
輩
１
「
本
日
か
ら
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
！
」 

 
 

 

と
の
掛
け
声
で
、
礼
を
す
る
後
輩
た
ち
。 

 
 

 

オ
フ
ィ
ス
か
ら
は
先
輩
の
温
か
い
拍
手
。 

 
 

 

宮
原
、
出
張
か
ら
オ
フ
ィ
ス
に
戻
る
と
、
上

司
が
後
輩
た
ち
を
手
で
指
し
示
す
。 
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上
司
「
宮
原
、
新
入
社
員
の
子
た
ち
」 

宮
原
「
宮
原
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

上
司
「
こ
の
子
達
の
研
修
、
宮
原
に
メ
ン
タ
ー
と
し 

て
来
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど
」 

 

○
同
・
社
員
食
堂 

 
 

 

宮
原
、
プ
レ
ー
ト
に
乗
っ
た
カ
レ
ー
を
持
っ 

て
、
空
い
て
る
席
を
探
す
。
視
線
の
先
に
は
、

先
ほ
ど
挨
拶
を
し
て
い
た
後
輩
。
独
り
で
寂

し
そ
う
な
表
情
。
宮
原
、
そ
の
隣
に
座
る
と
、 

         

 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 18 

宮
原
「
隣
、
い
い
か
な
？
」 

 
 

 

後
輩
、
驚
い
た
表
情
で
、 

後
輩
「
あ
、
も
ち
ろ
ん
で
す
・
・
・
！
」 

 

○
研
修
施
設
・
休
憩
室 

 
 

 

後
輩
た
ち
に
囲
ま
れ
て
昼
食
を
食
べ
る
宮
原
。 

後
輩
１
「
宮
原
先
輩
、
こ
こ
に
来
た
こ
と
あ
る
ん
で 

す
か
？
」 

宮
原
「
あ
る
よ
。
研
修
の
時
、
よ
く
行
っ
て
た
店
が 

あ
っ
て
」 
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後
輩
２
「
行
っ
て
み
た
い
で
す
！
」 

宮
原
「
じ
ゃ
あ
、
今
日
の
仕
事
終
わ
り
、
行
く
？
」 

 

○
安
田
屋
・
店
内
（
夜
） 

扉
が
開
く
と
、
宮
原
と
後
輩
た
ち
。 

常
連
客
１
「
お
お
ー
！ 

兄
ち
ゃ
ん
、
久
し
ぶ
り
！
」 

安
田
「
後
ろ
の
座
敷
使
っ
て
い
い
よ
」 

 

○
同
・
座
敷
（
夜
） 

 
 

 

宮
原
、
独
り
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
。 
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後
輩
た
ち
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
常
連
客
た
ち
と 

談
笑
し
て
お
り
、
店
に
馴
染
ん
で
い
る
。 

安
田
、
食
べ
終
わ
っ
た
皿
を
回
収
し
に
く
る
。 

宮
原
「
マ
ス
タ
ー
、
ウ
ニ
っ
て
・
・
・
」 

 
 

 
安
田
、
気
ま
ず
そ
う
な
顔
を
す
る
と
、 

安
田
「
死
ん
じ
ゃ
っ
た
よ
。
兄
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
た
後
」 

安
田
、
無
言
で
立
ち
去
る
。 

宮
原
「
・
・
・
」 

 
 

 

宮
原
、
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
な
い
。 

 
 

 

店
内
に
は
笑
い
声
が
鳴
り
響
く
。 
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○
同
・
帰
り
道
（
夜
） 

 
 

 

肩
を
落
と
し
て
ホ
テ
ル
に
向
か
う
主
人
公
と
、 

酔
っ
払
っ
て
盛
り
上
が
る
後
輩
た
ち
。 

宮
原
「
酔
い
覚
ま
し
て
く
る
か
ら
、
先
戻
っ
て
て
」 

後
輩
た
ち
「
ご
馳
走
様
で
し
た
！
」 

 
 

 

宮
原
、
ホ
テ
ル
と
反
対
側
に
歩
き
出
す
。 

 

○
ホ
テ
ル
付
近
・
公
園
・
内
（
夜
） 

 
 

 

宮
原
、
ベ
ン
チ
に
座
り
、
黄
昏
て
い
る
。 

 
 

 

１
年
前
と
何
一
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
公
園
。 
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突
然
、
強
風
が
吹
き
荒
れ
る
。 

 
 

 

砂
埃
で
目
を
開
け
ら
れ
な
い
宮
原
。 

 
 

 

強
風
が
止
み
、
目
を
開
け
る
と
、
目
の
前
に

は
首
元
に
鈴
の
つ
い
た
茶
ト
ラ
の
子
猫
。 

小
猫
「
ニ
ャ
ー
・
・
・
」 

 
 

 

と
、
宮
原
に
向
か
っ
て
鳴
く
と
、
公
園
を
出 

て
、
奥
の
路
地
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。 

鈴
の
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
暗
闇
に
消
え
て

い
く
子
猫
。
宮
原
、
暗
闇
に
消
え
て
い
く
子

猫
を
見
つ
め
る
。 

 


